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開発背景 　服を購入する際、自分の所有する服との合わせ方がイメージできず、買い物に失敗

してしまうことがある。そこで、買い物がスムーズになり、失敗も少なくなるように、 服の

色の組み合わせを提案してくれるシステム として本アプリを開発した。

概要

工夫点 ● 3色でコーディネートを行うことを想定した

● 画像から選択した色を核（メインの色）として、 その色を引き立てる色として類似

色、差し色として反対色を表示するようにした

● 表示する類似色、反対色はマンセル色相環を基に求めるようにした

● コーディネートのイメージを助けるために選択した色を服のイラストに反映させて

表示するようにした

まとめ・今後の展望

　アプリを開発した結果、色に関する知識がなくとも服の組み合わせを視覚的に確認できるようになった。

現在は色相環の理論のみに従った提案をしているが、今後はファッションに即した色の提案をできるよう

に改良していきたい。また、トップスとパンツのイラストを並べ、トップスの色を提案する場合とパンツの色を

提案する場合など、様々なパターンの提案に対応させたい。

・「無駄なお金」は不要。
個人のことではなく社会で
役立つことを書こう
・アプリの画面は先輩がレ
イアウト等を見てあげるこ
と（要修正）
・色の提案は研究の肝の部
分。反対色と類似色だけで
なく、大学や街の図書館で
服飾の書籍などを調べて適
切な色を推薦する根拠を示
すこと
・色相環から推薦の色を決
定するアルゴリズムが研究
になる
・工夫点は色推薦なのに細
かい実装の話が混じってい
る点は先輩がアドバイスす
べき

3色コーディネート
・核にしたい色＋その補佐の色＋差し色
↓
・入力色＋類似色＋反対色

マンセル色相環

● カメラで撮影した服の画像を読み込み、画像でメインの色として

使用したい部分を選択して抽出するようにした

● 抽出した色からマンセル色相環を基に「引き立てる色」と「差し

色」を求めて画面に表示した

アプリの利用方法

①入力した色
②補佐となる色
③差し色

イメージイラスト

1） 「画像を読み込む」ボタンを押し、撮影した服の画像を読み込む

2） 読み込んだ服の画像からメインの色として指定したい部分を選択する

3） メインの色（①）とそれを引き立てる色（②）が 2色、差し色（③）が 1色、表示される。

「リセット」ボタンを押すと、選んだ写真と表示した色を削除できる

4） 選択した色を用いたコーディネートのイメージイラストを表示する
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